
                                

 

会
長
あ
い
さ
つ 

 

平
成
２７
年
の
塩
竈
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら

１
年
半
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
改
選
後
も
市

民
ク
ラ
ブ
と
し
て
所
属
議
員
が
一
丸
と
な
り

活
動
し
、
数
々
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
方

の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 定

例
議
会
で
の
一
般
質
問
や
総
括
質
疑
を

行
う
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
各
常
任
委
員
会
で

も
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
味
を
生
か
し
活
動
し
て

参
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
活
動
し
た
結
果
を
会
報
への
掲
載
と

各
定
例
議
会
終
了
後
は
市
内
集
会
所
等
を
利

用
し
、
各
地
域
対
象
に
会
派
単
独
で
議
会
報

告
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
定

例
会
毎
２
ヶ
所
を
目
標
に
開
催
し
て
お
り
、
多

数
の
市
民
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
会
派
で
の
議
会
報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

一
般
質
問
や
請
願
申
請
等
に
よ
り
行
政
に
活

か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 平
成
２７
年
１２
月
定
例
会
で
動
議
を
提
出 

塩
竈
市
は
、
人
口
も
減
少
し
衰
退
す
る
ば

か
り
で
す
。
塩
竈
の
未
来
を
考
え
る
と
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
、
議
員
・議
会
と
し
て
や
る
べ

き
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
の
思
い
で
、
二
つ
の

特
別
委
員
会
の
設
置
を
提
案
致
し
ま
し
た
。 

改
選
後
、
市
民
ク
ラ
ブ
と
し
て
東
日
本
大

震
災
復
旧
・
復
興
調
査
特
別
委
員
会
（
平
成

２５
年
５
月
か
ら
平
成
２７
年
８
月
ま
で
）の
積

み
残
し
分
と
今
後
の
復
興
に
関
し
て
審
議
す

る
「東
日
本
大
震
災
復
興
調
査
特
別
委
員
会
」、

そ
し
て
、
塩
竈
市
の
活
気
づ
く
り
の
た
め
の
「ま

ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
」の
設
置
を
９
月
定
例

議
会
よ
り
提
案
し
、
議
長
に
申
し
入
れ
を
し
て

参
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
両
特
別
委

員
会
と
も
早
急
な
審
議
が
必
要
と
考
え
、
１２

月
定
例
会
初
日
に
動
議
と
し
て
提
出
致
し
ま

し
た
。
動
議
の
提
出
要
旨
説
明
の
後
、
討
論
・

採
決
の
結
果
、
９
対
８
の
反
対
多
数
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
ど
の
特
別
委
員
会
も
今
の
塩

竈
と
し
て
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
提
案

し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

二
つ
の
特
別
委
員
会
設
置
提
案
説
明
原
文  

た
だ
い
ま
動
議
を
出
し
ま
し
た
「東
日
本
大

震
災
復
興
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
」と
「ま

ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
の
設
置
」の
２
件
に
つ

き
ま
し
て
、
提
案
理
由
の
説
明
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

鎌田
か ま た
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東
日
本
大
震
災
復
興
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て 

ま
ず
始
め
に
、
東
日
本
大
震
災
復
興
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
し
ま
し
て
趣
旨
説

明
を
行
い
ま
す
。 

平
成
２５
年
５
月
１３
日
に
東
日
本
大
震
災

復
旧
・復
興
調
査
特
別
委
員
会
設
置
の
た
め
の

臨
時
議
会
を
開
催
し
、
全
会
一
致
で
設
置
が

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
「
東
日
本
大
震
災
復

旧
・復
興
調
査
特
別
委
員
会
」に
於
い
て
、 

◎
一
つ
は
「東
日
本
大
震
災
に
係
る
本
市
の

復
旧
・復
興
に
つ
い
て
」 

◎
二
つ
目
に
「
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災

害
廃
棄
物
処
理
の
委
託
状
況
に
つ
い
て
」の
二

点
に
つ
い
て
議
員
全
員
で
構
成
す
る
特
別
委

員
会
で
審
議
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

年
８
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
控
え
て
い
た
こ

と
か
ら
、
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
８
月
３
日
に

臨
時
議
会
を
開
催
し
、
東
日
本
大
震
災
復

旧
・復
興
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報
告

を
行
い
、
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
委
員
長
報
告
に
は
、
調
査
事
項
に
対

す
る
１１
項
目
の
改
善
意
見
と
「重
点
分
野
雇

用
創
出
事
業
」
に
つ
い
て
、
改
選
議
員
の
方
々

に
対
す
る
調
査
願
い
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
全
会
一
致
で
議
決

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
塩
竈
市
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
は
道
半
ば
で
あ
り
、
あ
と
５
年
は
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。
復
興
を
待
ち
望
ん
で
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
も
、

議
員
と
し
て
明
確
に
回
答
出
来
な
い
の
が
現

状
で
す
。
議
会
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か
特
別

委
員
会
の
中
で
随
時
状
況
を
把
握
し
、
積
極

的
に
議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
以
上
、 

◎
「前
会
の
東
日
本
大
震
災
復
旧
・復
興
調

査
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
の
調
査
事
項
に

対
す
る
１１
項
目
の
改
善
意
見
と
重
点
分
野

雇
用
創
出
事
業
に
つ
い
て
」そ
し
て 

◎
「震
災
復
興
事
業
に
つ
い
て
」の
２
項
目
を

審
議
す
る
「東
日
本
大
震
災
復
興
調
査
特
別

委
員
会
」の
設
置
を
提
案
致
し
ま
す
。 

 ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
の
設
置 

次
に
「ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
の
設
置
」

に
関
し
ま
し
て
趣
旨
説
明
を
行
い
ま
す
。 

塩
竈
市
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
長
期
総

合
計
画
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
年
々

歳
々
、
塩
竈
市
の
活
気
は
低
下
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。 

ま
た
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

税
収
の
根
源
と
な
る
、
水
産
振
興
策
、
商
店

街
の
活
性
化
、
港
湾
の
振
興
策
に
関
し
て
市
当

局
か
ら
新
た
な
解
決
策
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
結
果
が
今
日
の
水
産
業
で
あ
り
水
産

加
工
業
で
あ
り
、
商
店
街
、
港
湾
で
あ
り
ま

す
。 閉

塞
感
が
漂
う
我
が
街
を
少
し
で
も
元
気

に
す
る
為
に
、
議
員
が
一
丸
と
な
り
議
会
と

し
て
活
気
あ
る
塩
竈
を
つ
く
る
た
め
、
市
当
局

への
様
々
な
政
策
を
提
案
す
る
「ま
ち
づ
く
り
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特
別
委
員
会
」の
設
置
を
提
案
致
し
ま
す
。 

 

海
岸
通
り
商
店
街
再
開
発
事
業
に
つ
い
て 

震
災
後
始
ま
っ
た
海
岸
通
り
再
開
発
事
業

は
、
当
初
８０
％
が
国
の
補
助
金
で
賄
え
る
と

の
こ
と
で
事
業
規
模
60
億
円
の
予
算
で
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
途
中
か
ら
補
助
金
額
の
割
合

が
建
物
の
用
途
に
よ
り
大
幅
に
減
額
さ
れ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
資
材
等
の
高
騰
も
あ
り
、

当
初
の
建
設
規
模
で
は
80
億
円
を
超
え
る
こ

と
か
ら
事
業
規
模
の
縮
小
に
取
組
み
、
最
終

的
に
は
44
億
円
ま
で
縮
小
し
た
も
の
の
、
保

留
床
の
部
分
の
購
入
希
望
者
が
未
だ
現
れ
ず
、

事
業
の
採
算
性
に
問
題
が
生
じ
て
き
た
。
こ
の

事
業
は
平
成
29
年
度
中
に
完
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
こ
の
３
月
末
と

言
わ
れ
て
お
り
、
議
会
に
は
平
成
２９
年
２
月

８
日
に
市
当
局
か
ら
急
に
再
開
発
組
合
か
ら

の
説
明
を
聞
い
て
ほ
し
い
旨
の
話
が
あ
り
、
そ

の
場
で
初
め
て
塩
竈
市
が
こ
の
事
業
に
４
億
３

６
０
０
万
円
の
補
助
を
出
す
こ
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。 議

会
と
し
て
事
業
内
容
の
精
査
す
る
余
裕

も
な
く
、
賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
市
税
を
投
入
す

る
と
な
れ
ば
、
議
会
と
し
て
も
事
業
の
推
移
を

監
視
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
賛
成
の

付
帯
事
項
と
し
て
事
業
の
推
移
を
随
時
議
会

に
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ま
し
た
。 

 

二
度
に
わ
た
る
付
帯
決
議 

平
成
２８
年
度
予
算
特
別
委
員
会
に
於
い
て

海
岸
通
地
区
震
災
復
興
市
街
地
再
開
発
事
業

に
対
し
、
附
帯
決
議
を
付
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
資
金
繰
り
等
不
透
明
な
部
分
が

多
く
、
事
業
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
か
ら
付
帯

決
議
を
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

附
帯
決
議
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◎
議
案
第
２９
号
（海
岸
通
地
区
震
災
復
興
市

街
地
再
開
発
事
業
） 

一
．
開
発
可
能
な
採
算
ラ
イ
ン
と
す
べ
き
で
あ

る
。
市
は
、
公
的
支
援
等
の
経
過
を
速
や

か
に
市
民
・議
会
に
報
告
す
る
こ
と
。 

一
．
過
去
に
市
の
財
政
負
担

が
拡
大
し
た
反
省
を
ふ

ま
え
る
こ
と
。 

一
．
交
流
人
口
の
拡
大
に
向

け
、
関
係
機
関
と
の
協

議
に
努
め
る
こ
と
。 

一
．
市
は
責
任
を
持
っ
て
事

業
執
行
に
努
め
る
こ

と
。 

 

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
進
ま

ず
、
ま
た
、
事
業
変
更
が
多

く
、
平
成
２９
年
度
予
算
と
し

て
改
め
て
計
上
さ
れ
ま
し

た
。 昨

年
（平
成
２８
年
度
予
算

特
別
委
員
会
）
の
付
帯
決
議

に
対
す
る
懸
念
を
払
拭
で
き

な
い
こ
と
か
ら
平
成
２９
年
度

予
算
特
別
委
員
会
で
再
度
、

付
帯
決
議
を
付
し
、
承
認
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

平
成
２９
年
度
予
算
特
別

委
員
会
で
の
付
帯
決
議
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

◎
議
案
第
２８
号
（海
岸
通
地
区
震
災
復
興
市

街
地
再
開
発
事
業
）に
対
す
る
付
帯
決
議 

 

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
平
成
２９
年
６
月
定
例

会
ま
で
に
議
会
並
び
に
市
民
に
対
し
、
そ
の

詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。 

一
．
具
体
的
な
海
岸
通
地
区
震
災
復
興
市
街

地
再
開
発
事
業
の
計
画
内
容 

菊地
き く ち

 進
すすむ
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市長に対する要望書（平成２７年１２月４日提出）

1 復興の為の事業の早期促進（災害公営住宅）清水沢、北浜地区

2 海岸通り商店街の再開発事業１，２番地区整備事業の促進

3 １００条委員会報告の指摘事項の調査と対応を議会に対し早期報告

4 港町地区の築港大通り線、八幡築港線の早期実現と地盤嵩上げの整備促進

5 災害関係区画整備事業の促進（北浜、藤倉）

6 一般会計の特殊勤務手当の完全廃止

7 浦戸振興策の実現（地域住民による浦戸振興）寒風沢宮戸と架橋整備促進

8 浦戸交通の民間委託化、高年齢者対策・限界集落の対応

9 港湾の整備、岸壁の高度利用 港町～八幡築港線と北浜交差点～産業道路とＲ４５の架橋

10 大震災被害者の医療費免除の継続

11 基礎学力の学力向上の推進、青少年の健全育成（いじめ、不登校対策）

12 魚市場運営の民間委託と水揚げ高２４０億円の目標

13 国民健康保険事業の一元化（県内）の促進とその対応、国保税の見直し

14 議会、議員に対する情報伝達の迅速化と、資料の提示説明のスピード化

15 協議会開催の増加 月１回くらい 係長の説明でも可

16 外部監査導入

17 新浜町から越の浦までの国道４車線化の促進で（越の浦春日線の早期整備）

18 障害児障害者のショートステイ及びデイサービス宿泊施設建設促進

19 権現堂地区市道整備（通学路、災害避難道路等の整備）



一
．
海
岸
通
１
番
２
番
地
区
市
街
地
再
開
発

組
合
の
資
金
計
画
を
含
む
事
業
計
画 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
議
会
中
継
に
つ
い
て 

宮
城
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（マ
リ
ネ
ッ
ト
）が
開

設
さ
れ
た
当
初
よ
り
議
会
中
継
が
行
わ
れ
て

お
り
、
議
会
や
行
政
に
関
心
を
も
っ
て
議
会

中
継
を
見
て
い
る
市
民
は
か
な
り
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。 

中
継
が
、
平
成
２８
年
６
月
定
例
会
議
を
も

ち
放
映
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
当
局
の
理

由
と
し
て
、
こ
の
年
の
９
月
定
例
会
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
中
継
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
し
た
。 

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
利
用
者
層
が
違
う
こ
と
と
、
行
政
と

し
て
の
情
報
公
開
の
観
点
か
ら
も
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
議
会
中
継
が
必
要
で
あ
る
。
早
急

に
再
開
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
会
派
と
し
て
一
般

質
問
等
で
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

他
の
議
員
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
議
会
中

継
の
再
開
求
め
る
機
運
が
高
ま
り
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
よ
る
議
会
中
継
の
再
開
を
も
と
め
る

議
案
が
、
９
月
定
例
会
議
の
最
終
日
に
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
１２
月
定
例
会
よ
り
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
議
会
中
継
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
以
前
の
よ
う
な
当
日
の
夜
の
再
放
送

は
無
い
。 

 

市
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
議
会
中
継
の
中
で
紹
介

し
た
と
お
り
、
平
成
２８
年
９
月
定
例
会
よ
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
議
会
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
中

継
を
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
過
去
の
議
会
を

再
度
振
り
返
っ
て
、
何
度
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
手
順
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

①
議
会
中
継
を
見
る
に
は
、
塩
竈
市
を
検
索 

→ 

議
会
中
継 

→ 

生
中
継
（議
会
開
催

時
の
み
） 

②
過
去
の
会
議
を
見
る
に
は
、
①
の
議
会
中

継 

→ 

録
画
放
送 

→ 

会
議
名
・議
員

名
や
会
派
名
を
選
び
見
た
い
議
員
を
選
び

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

市
長
に
対
し
要
望
書
を
提
出 

市
民
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
、
市
長
に
対
し
要

望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
会
派
と

し
て
の
全
体
意
見
や
議
会
報
告
会
開
催
時
の

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
書
を
基
に
要
望

項
目
を
決
め
て
い
ま
す
。
既
に
解
決
済
の
項
目

も
あ
り
ま
す
が
、
掲
載
（
前
ペ
ー
ジ
参
照
）
致

し
ま
す
。 

 

国
会
議
員
へ
の
陳
情 

平
成
２９
年
２
月
８
日
・９
日
の
両
日
、
宮
城

県
選
出
の
国
会
議
員
に
市
内
幹
線
道
路
や
架

橋
に
つ
い
て
の
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

塩
竈
市
の
為
、
一
人
で
も
多
く
の
国
会
議
員

に
党
派
関
係
な
く
塩
竈
市
の
た
め
に
働
い
て
い

た
だ
こ
う
と
の
思
い
で
、
伊
藤
信
太
郎
衆
議
院

議
員
・中
野
正
志
参
議
院
議
員
・和
田
正
宗
参

議
院
・桜
井
充
参
議
院
議
員
の
４
名
の
議
員
に

陳
情
を
行
い
ま
し
た
。 

 

市
民
ク
ラ
ブ
の
議
会
報
告
会
に
つ
い
て 

市
民
ク
ラ
ブ
設
立
後
、
各
地
域
対
象
に
会

派
単
独
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
参
り
ま

し
た
。
現
在
ま
で
合
計
３９
回
開
催
し
て
お
り
、

多
数
の
市
民
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
会
派
で
の
議
会
報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

一
般
質
問
や
請
願
申
請
等
に
よ
り
行
政
に
活

か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

市
民
ク
ラ
ブ
に
よ
る
議
会
報
告
会
の
開
催

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
せ
ず
お
寄
せ
下

さ
い
。 

  報告会開催実績（平成２７年８月の改選後から）

 Ｈ２７．１１．１４  杉の入町内会集会所

 Ｈ２７．１１．２１  杉の入西部町内会集会所

 Ｈ２８．０２．１６  塩竈市公民館（玉川）

 Ｈ２８．０３．２２  錦町災害公営住宅内集会所

 Ｈ２８．０３．２３  野田コミュニティセンター

 Ｈ２８．０８．０８  大日向地域集会所

 Ｈ２８．０８．１０  貞山集会所

 Ｈ２８．１０．２４  中之島集会所

 Ｈ２８．１０．２５  赤坂第一町内会集会所

 Ｈ２９．０１．２７  千賀の台集会所

 Ｈ２９．０２．０１  今宮町内会集会所


